
No. ４B２

11 -st1- 20
21 -2nd- 12
26 -3rd- 10
15 -4th- 23

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

2 * 34 1 9 13 20 5 7 1 5 7 12 0 4 0 0
3 - - - - - - - - - - - - - - -
6 * 2 0 1 1 2 0 0 2 1 0 1 0 8 0 0
7 * 18 0 0 9 14 0 2 2 4 6 10 0 1 0 0
9 - - - - - - - - - - - - - - -

11 - - - - - - - - - - - - - - -
14 * 11 1 5 4 10 0 1 3 1 5 6 0 1 0 0
16 - - - - - - - - - - - - - - -
23 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

25 * 2 0 1 1 5 0 0 4 2 4 6 0 1 0 0
29 - - - - - - - - - - - - - - -
30 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
35 6 2 6 0 0 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0
42 - - - - - - - - - - - - - - -
50 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

                
                
                
                
                

  6 6    
合　　計 73 4 24 28 52 5 10 14 14 30 44 0 15 0 0 0:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

2 - - - - - - - - - - - - - - -
1 - - - - - - - - - - - - - - -
7 - - - - - - - - - - - - - - -
8 - - - - - - - - - - - - - - -
9 * 6 0 1 3 4 0 0 2 4 3 7 0 3 0 0

10 * 22 2 9 6 17 4 5 2 0 1 1 0 5 0 0
11 - - - - - - - - - - - - - - -
12 - - - - - - - - - - - - - - -
13 - - - - - - - - - - - - - - -
24 * 14 0 0 6 14 2 2 3 1 4 5 0 0 0 0
25 0 0 1 0 3 0 0 3 2 1 3 0 0 0 0
33 - - - - - - - - - - - - - - -
35 * 11 0 1 4 10 3 3 3 2 6 8 0 3 0 0
41 * 12 0 1 6 15 0 2 2 0 0 0 0 2 0 0

                
                
                
                
                
                

  8 8    
合　　計 65 2 13 25 63 9 12 15 9 23 32 0 13 0 0 0:00

FG: F: TO: MIN:
成功 3P: OR: AS: S: スターター

試投 2P: DR: ST: OT: 延長

シュート率 FT: TOT: BS:％:

○試合のまとめ
前年度１位の富士大学と３位の東北学院大学の一戦。例年と立場が逆転し、富士大学が東北学院大学の挑戦を受け、そ
れを退けた。勝利した富士大学は前半抑えられていたインサイドが後半に機能し始め、#2田口、#7佐藤のインサイドでの
活躍が目立ち、ゴール下での得点でリードを奪った。敗退した東北学院大学は、第三ピリオドでシュートが落ち始めるもの
の、第四ピリオドに調子を取り戻す。しかし、それまでの点差が響き、追いつくことは出来なかった。

○第一ピリオド
両チームハーフコートマンツーマンで試合開始。東北学院大学は#41菅野のミドルシュートで先制。その後も#41菅野のミド
ルシュート、#24大槻のドライブから流れを掴む。得意の速攻も決まり出し、開始6分で18－5とリードする。対する富士大学
は#2田口、#7佐藤のインサイドを中心に追撃を見せる。東北学院大学のしつこいディフェンスに対し苦しみながらも、#2田
口の連続得点で20－11と追い上げ、第一ピリオド終了。
○第二ピリオド
富士大学#35船木の3Pで第二ピリオド開始。その後も#7佐藤の、#35船木の3Pで流れを掴み始める。しかし、東北学院大
学は#41菅野、#35小山内などのドライブからファールを誘い、流れを渡さない。残り5分で富士大学#2田口が力強いリバウ
ンドからバスケットカウントを奪い、勢いに乗るも、東北学院大学がすぐさま#10佐々木が3Pを沈める。その後も一進一退の
攻防がつづき、残り2分を切ったところで富士大学#7佐藤のゴール下が決まり2点差まで追い上げる。東北学院大学のタイ
ムアウト後、残り7.6秒東北学院大学ボールだったがミスから富士大学#2田口にシュートを決められ、32－32の同点で第二
ピリオド終了。
○第三ピリオド
富士大学#7佐藤のフリースローで先制。初めてリードを奪う。その後も#14槙野の3P、#7佐藤の連続得点で流れを掴み、
さらに#14牧野の鋭いドライブでバスケットカウントを奪い、42－34とする。東北学院大学はタイムアウトを請求し、立て直し
たいところだったが、#35小山内を中心に攻めるも外角のシュートが落ち始め、得点に結びつかない。富士大学はディフェ
ンスから流れを掴み、#7佐藤、#14牧野、#2田口などが連続得点する。好調の富士大学#7佐藤が終了のブザーと同時に
ジャンプシュートを決め、富士大学リードで終了。
○第四ピリオド
互いに点の取り合いが続く中、東北学院大学は#35小山内が鋭いドライブでバスケットカウントを奪い、徐々に流れを掴み
始める。#10佐々木、#24大槻などが、得点を重ね、残り5分で9点差まで追い上げる。しかし、富士大学も#2田口の連続イ
ンサイド攻撃で簡単には追いつかせない。東北学院大学は#10佐々木のシュートが決まり出し、追い上げムードとなる。残
り1分を切ったところで3Pバスケットカウントを奪い、5点差とするが、反撃もここまで。最後は富士大学#2田口が3Pを決め、
試合を決定づけた。

担当者：石橋 諒（岩手大学） 東北大学バスケットボール連盟
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第1２回東北大学バスケットボールリーグ
兼全日本大学バスケットボール選手権大会 東北地区予選会
仙台大学　第5体育館

1次リーグ

16:30
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高根　聡

藤田　陽介

2011(H23)年9月4日 (日)

15:00

2
5 5

7

11
14 14

19
22

26

32 32 32

38

46

42

46
49

58 59

65

4

14

18
20 20 20 20

24

29 30
32

40 40

46

54

58
60

62

66
68

73

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 43 45 48 50 53 55

得
点

時間（分）

得点経過 富士…

1


